
収益的収支：維持管理に関する収入支出

生活環境の改善、雨水の排除による浸水の防除及び公共用水域の水質の保全を図るため、下水道の整備及び維持管

理を行いました。令和５年度は、本市下水道政策の中長期課題に対応した基本方針「ふじさわ下水道ビジョン」と、

その実行計画である「ふじさわ下水道中期経営計画」に基づき、同計画における重点施策を中心に、各施策の目標の

達成に向けて事業を実施しました。主な整備内容としては、長寿命化を図るための管渠更生工事、西浜ポンプ場主流

ゲート他改築工事などを実施しました。その結果、市民が健康で快適かつ安全な生活の維持が図られました。

令和５年度 藤沢市下水道事業 決算の概要

収益的収支及び資本的収支の状況

令和５年度決算のポイント

令和５年度決算 令和４年度決算

経常収支比率 106.70％ 104.25％ 前年度と同様に１００％以上を維持しました。

流動比率 87.05％ 77.49％ 前年度比で向上しました。

企業債残高対事業規
模比率

339.54％ 381.77％ ３５０％以内に抑制することができました。

経費回収率 101.49％ 94.33％ 使用料改定により１００％を上回りました。

一般会計繰入金 43億円 46億円 負担区分に基づく適正額を維持しています。

企業債残高 409億円 424億円 企業債の償還が進み、前年度より減少しました。

資本的収支：建設改良に関する収入支出

収入124.19億円、支出116.36億円となり、
純利益は7.83億円となりました。

収入32.58億円、支出75.65億円となり、
43.07億円の収支不足が生じました。
この不足額については、損益勘定留保資金などで
補填しました。

（参考）
令和４年度に「ふじさわ下水道中期経営計画」を策定し令和５～１４年度の経営計画目標を設定しました。

「ふじさわ下水道中期経営計画」から抜粋



貸借対照表

期末における財政状態（資産、負債、資本の状態）を示します。

貸借対照表からみると、固定資産は前年度と比較すると16.02億円減少しており老朽化が進行しているこ
とがわかります。また、流動資産において主に現金預金が増加したことにより、17.52億円増加していま
す。そのため資産の部として1.50億円増加しています。

【有形固定資産減価償却率（％）】
有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標です。

有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち償却資産の帳簿原価×100＝57.99（％）
（前年度比＋1.32％）

キャッシュ・フロー

キャッシュ ：貸借対照表における現金及び預金
キャッシュ・フロー ：キャッシュの流れや増減のこと

令和５年度は、業務活動で46.45億円のキャッシュを生み、投資活動で20.69億円、財務活動で7.67億円
の合計28.36億円のキャッシュを使用した結果、18.09億円のキャッシュが増加しました。
その結果、令和５年度末のキャッシュ残高は18.09億円増加し、51.79億円となりました。

（キャッシュ増減の理由）
①業務活動によるキャッシュフロー：地方公営企業の通常の業務活動の実施による資金の増減

→下水道使用料等による収入が費用を上回ったことによるものです。

②投資活動によるキャッシュフロー：将来に向けた運営基盤の確立のために行われる投資活動による
資金の増減

→固定資産の取得による支出が、国庫補助金などによる収入を上回ったことによるものです。

③財務活動によるキャッシュフロー（資金調達（借入・返済）による資金の増減）
→企業債の償還による支出が、企業債の借入による収入を上回ったことによるものです。



下水道使用料１,０００円あたりの使い道（令和５年度決算）

下水道使用料１，０００円の使い道の内訳は、次のグラフのとおりになります。

下水道管や浄化センターなど下水道施設の維持管理費や、減価償却費、借金の返済利息など過去の投資
に係る費用が大部分を占めています。
維持管理費の主なものは、老朽化に伴う調査・修繕費や電気代など下水道施設の運転管理費です。
建設投資への積立は施設の改築など、建設改良費の財源に充てています。
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経営指標の推移

①経常収支比率は100%を上回り、②累積欠損金比率は0%であることから、経営
の健全性は保たれています。

大口の企業債が償還満期を迎え、
年々企業債残高は減少しています。
今後は進展する老朽化に対応するた
め、更新投資が見込まれることから、
長期的な視点を持ち、企業債残高の
上限目安を設定し、借入額の抑制に
努めます。

上昇傾向にあります。
流動負債の未払金が増加したものの、
流動資産の現金預金が下水道使用料
改定等に伴い増加しています。

当該年度に収益で費用を賄えているか 営業収益に対する累積欠損金の状況

短期的な債務に対する支払い能力 使用料収入に対する企業債残高の割合

グラフ凡例
■（棒グラフ） 当該団体値
－（折れ線グラフ） 類似団体平均値

【 】 令和４年度全国平均

【106.11】 【3.15】

【73.44】 【652.82】

令和5年度の平均値（類似団体平均値）は、
現時点で未公表のため空欄となっています。
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円)

⑤経費回収率は下水道使用料の改定により100％を上回りました。
⑥汚水処理原価の増加は、主に管渠の維持管理費用の増加によるものです。

下水道使用料で回収すべき経費を
どの程度賄えているか

有収水量１㎥あたりの汚水処理費

施設利用状況や適正規模を判断 水洗便所を設置し汚水処理をしている
人口割合

⑦施設利用率は、事業計画変更を行ったことにより、晴天時現在処理能力が増
加し、減少していますが、季節により処理量に大きな変動があることから、能
力不足が生じないよう対応できる処理能力を確保する必要があります。
⑧水洗化率は、事業計画変更を行ったことにより微減しましたが上昇傾向にあ
ります。処理区域内の戸数と、水洗便所設置済み戸数はいずれも昨年度と比べ
て増加しています。

【138.29】【97.61】

【95.82】【59.10】

⑦施設利用率 (％) ⑧水洗化率(％)

グラフ凡例
■（棒グラフ） 当該団体値
－（折れ線グラフ） 類似団体平均値

【 】 令和４年度全国平均

令和５年度の平均値（類似団体平均値）は、
現時点で未公表のため空欄となっています。


